
毛
利
氏
家
臣
阿
曽
沼
氏
の
遺
跡

播
 
磨
 
定
 
男

2006年6月 播磨定男：毛利氏家臣阿曽沼氏の遺跡

 
 
は
じ
め
に

 
光
市
塩
田
（
旧
熊
毛
郡
大
和
町
塩
田
字
佐
田
）
に
所
在
の
阿
曽
沼
氏
墓
所
が
同
市
の
文
化
財
指
定
候
補
と
な
り
、
現
地
調
査
と
文
化
財
審

議
委
員
会
に
お
け
る
調
書
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
実
際
に
現
地
に
踏
み
入
っ
た
の
は
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
中
あ
る
が
、
人
家
の
乏
し
い
佐
田
集
落
の
山
中
に
二
基
の
宝
筐
印
塔
が

屹
立
し
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
し
か
も
基
礎
部
分
に
は
被
葬
者
の
法
名
と
紀
年
が
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。
被
葬
者
の
俗
名
は
知
れ
ず
と
も
、

紀
年
銘
の
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
は
関
ヶ
原
合
戦
の
行
わ
れ
た
翌
年
に
相
当
す
る
。
こ
の
合
戦
に
敗
れ
た
毛
利
氏
が
中
国
地
方
八
ヵ
国
か

ら
防
長
二
力
国
に
削
封
さ
れ
、
限
ら
れ
た
家
臣
た
ち
を
連
れ
て
長
門
国
財
（
現
・
山
口
県
萩
市
）
に
入
部
し
た
こ
と
も
広
く
識
ら
れ
た
史
実

で
あ
る
。

 
藩
主
毛
利
氏
に
従
っ
た
家
臣
た
ち
は
そ
れ
ま
で
の
給
付
石
高
を
大
幅
に
削
ら
れ
、
新
た
に
防
長
両
国
の
寒
々
を
宛
行
わ
れ
た
。
旧
大
和
町

の
山
中
に
眠
る
故
人
も
紀
年
銘
や
墓
塔
の
規
模
か
ら
し
て
こ
う
し
た
毛
利
氏
家
臣
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

 
し
か
し
、
地
元
町
史
な
ど
に
こ
れ
へ
の
言
及
が
な
い
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
考
え
る
に
は
、
毛
利
氏
家
臣
団
の
配
置
替

え
が
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
検
地
を
ま
っ
て
大
幅
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
地
元
町
史
は
同
三
年
以
後
の
新
酒
領
主
を
中

心
に
記
述
さ
れ
、
こ
れ
以
前
の
史
実
は
閑
却
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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二

 
た
だ
し
、
俗
件
の
場
合
は
右
の
家
臣
配
置
替
え
よ
り
二
十
五
年
も
さ
か
の
ぼ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
は
単
に
毛
利
氏
家
臣
の

個
人
的
事
跡
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
防
長
に
お
け
る
毛
利
氏
の
初
政
を
窺
う
こ
と
に
も
な
る
。

 
た
だ
本
稿
で
は
、
阿
曽
沼
氏
墓
所
の
調
書
作
成
と
い
う
当
初
の
目
的
か
ら
、
防
長
に
お
け
る
同
氏
の
足
跡
を
追
う
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ

た
。
後
者
の
課
題
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
。
大
方
の
御
批
正
を
賜
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

の
熊
毛
郡
佐
田
村
の
給
領
主

徳山大学論叢

ω
元
郷
の
墓
塔

 
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
阿
曽
沼
元
郷
は
毛
利
氏
に
付
随
し
て
防
長
入
り
を
し
、
周
防
国
熊
毛
郡
佐
田
・
生
野
・
麻
石
（
合
）
・
白
石
之

内
・
新
畑
・
勝
間
之
内
の
六
ヵ
所
で
九
二
五
石
、
こ
れ
に
長
門
国
阿
武
郡
地
福
・
徳
佐
之
内
で
四
七
五
石
の
計
一
、
四
〇
〇
石
を
宛
行
わ
れ

た
．
-
）
。

 
元
郷
の
父
元
秀
（
豊
後
守
・
左
兵
衛
尉
）
が
安
芸
国
で
領
し
て
い
た
石
高
四
、
八
一
三
石
余
（
。
．
）
に
は
遙
か
に
及
ば
な
い
が
、
毛
利
氏
の
防

長
削
封
時
の
検
出
高
が
二
九
万
八
千
時
余
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
強
ち
減
額
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
所
領
が
分
散
し
た
中
で
熊
毛
郡

佐
田
の
三
一
四
五
が
も
っ
と
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
所
へ
は
藩
府
萩
で
の
家
屋
敷
と
は
別
に
自
家
の
香
花
所
や
墓
所
な
ど
の
建
設
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

 
た
だ
、
元
郷
の
場
合
は
防
長
入
り
を
し
た
翌
年
八
月
に
急
死
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
二
十
五
年
後
に
は
毛
利
氏
家
臣
団
の
大
掛
り
な
給
地

替
え
な
ど
も
あ
っ
て
、
阿
曽
沼
氏
に
関
係
し
た
遺
跡
に
は
判
然
と
し
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
う
し
た
中
で
前
述
の
阿
曽
沼
氏
墓
所
だ
け
は
長

年
地
元
の
人
々
に
守
ら
れ
、
阿
曽
沼
氏
が
佐
田
村
を
支
配
し
た
唯
一
の
物
証
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。
蘭
塔
は
二
五
あ
り
、
こ
れ
ら
を
紹
介
す
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る
こ
と
か
ら
阿
曽
沼
氏
の
防
長
で
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。

 
阿
曽
沼
氏
墓
所
（
3
）
に
は
北
側
の
山
の
斜
面
を
背
に
東
側
と
西
側
に
一
基
ず
つ

計
二
基
の
墓
塔
が
建
っ
て
い
る
。
双
方
と
も
笠
石
を
欠
失
し
た
農
事
印
塔
で
、

こ
の
塔
の
本
来
の
目
的
と
は
別
に
故
人
の
追
善
供
養
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
墓

塔
で
あ
る
こ
と
は
判
然
と
し
て
い
る
。
基
壇
上
に
基
礎
・
塔
身
・
伏
鉢
・
請

花
・
相
輪
の
順
に
乗
せ
、
現
在
の
高
さ
は
西
側
（
左
側
）
の
塔
が
＝
七
㎝
、

東
側
（
右
側
）
の
塔
は
＝
五
㎝
で
毛
利
氏
の
上
級
家
臣
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模

の
墓
誌
と
言
え
よ
う
。

 
基
礎
と
塔
身
、
伏
鉢
・
請
花
・
相
輪
は
各
々
一
石
で
彫
成
さ
れ
、
後
者
の
下

方
に
は
丸
い
柄
が
突
き
出
て
お
り
、
現
在
は
こ
れ
が
塔
身
上
部
の
く
ぼ
み
に
う

ま
く
は
ま
っ
て
い
る
が
本
来
は
塔
身
の
上
に
笠
石
が
置
か
れ
、
笠
石
の
上
部
に

は
丸
い
柄
穴
が
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
墓
塔
が
何
か
の
原
因
で
倒
れ
た

際
に
笠
石
が
割
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
し
、
塔
周
辺
に
こ
れ
ら
の
残

欠
に
該
当
す
る
よ
う
な
石
片
は
発
見
で
き
な
い
。

 
次
に
銘
文
は
西
塔
の
場
合
、
基
礎
の
四
面
を
利
用
し
て
各
々
次
の
文
字
を
記

し
て
い
る
。

（基

ﾊ）

u
風
一
一
鳳
居
士
」
（
格
狭
間
内
）

 
 
 
「
慶
長
六
天
辛
丑
／
八
月
初
三
日
」
（
輪
郭
外
）

三

  阿曽沼氏墓所にある墓塔（2基）

向かって左側が元郷塔で右側が妙春塔である
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四

 
（
右
側
面
）
「
大
圓
鏡
智
」
（
格
狭
間
内
）

 
（
左
側
面
）
「
成
所
作
智
」
（
同
右
）

 
（
裏
面
）
「
妙
観
察
智
」
．
（
同
右
）

 
中
心
の
基
礎
正
面
に
被
葬
者
の
法
名
と
紀
年
銘
を
、
他
の
三
面
を
利
用
し
て
仏
徳
四
智
の
う
ち
の
三
智
を
表
刻
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ

る
。 

と
こ
ろ
で
、
直
配
で
は
江
戸
時
代
に
毛
利
氏
の
一
門
八
家
、
永
代
家
老
家
、
三
組
五
十
九
家
な
ど
、
諸
家
に
所
蔵
す
る
系
図
・
譜
録
・
古

文
書
な
ど
を
提
出
さ
せ
こ
れ
を
編
纂
し
て
い
る
。
『
萩
藩
譜
録
』
 
『
萩
藩
閥
閲
録
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
阿
曽
沼
氏
も
同
家
に
伝
来
さ
れ

た
諸
史
料
は
右
の
各
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
文
献
史
料
と
前
述
の
墓
塔
銘
を
対
照
す
る
と
、
同
家
譜
面
に
「
阿
曽
沼
五
郎
左
衛
門
元
郷
／
慶
長
六
年
八
月
三
日
死
」
と
あ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
4
）
。
ま
た
、
同
書
所
収
の
（
慶
長
六
年
）
八
月
廿
六
日
付
毛
利
盛
服
文
書
（
，
）
に
「
阿
曽
沼
五
郎
左
衛
門
尉
事
、
不
慮

不
及
是
非
候
云
々
」
と
あ
る
こ
と
も
、
右
の
史
実
を
傍
証
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
元
郷
の
死
去
を
伝
え
る
遺
物
と
文
献
の
双
方
の
史
料
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伝
達
さ
れ
た
内
容
を
わ
れ
わ
れ
は
史
実
と
し
て
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
光
市
塩
田
の
一
般
に
「
阿
曽
沼

氏
墓
所
」
と
言
わ
れ
て
い
る
古
跡
に
存
立
す
る
西
側
の
石
塔
は
、
阿
曽
沼
元
郷
の
墓
塔
と
見
て
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
右
の
こ
と
に
関
連
し
て
同
墓
所
の
所
在
地
の
地
名
及
び
こ
の
墓
所
を
お
守
り
す
る
寺
院
の
存
在
が
問
題
と
な
る
。
同
墓
所
の
所

在
地
は
光
市
と
合
併
す
る
旧
名
で
言
え
ば
熊
毛
郡
大
和
町
塩
田
大
字
佐
田
小
字
法
庵
寺
と
な
る
（
、
）
。
阿
曽
沼
氏
墓
所
の
近
く
に
法
庵
寺
が
旧

在
し
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
寺
は
阿
曽
沼
氏
の
そ
の
後
の
給
地
替
え
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
元
郷
の
家
督
を
継
い
だ
原
理
代
に
給
領
地
が
同
郡
内
の
平
生
町
に
移
り
、
同
所
内
の
正
心
寺
と
法
庵
寺
が
合
併
し
て
新
た
に
常
春
寺
と

い
う
阿
曽
沼
家
の
新
菩
提
寺
が
誕
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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常
春
寺
の
由
来
に
つ
い
て
『
防
長
寺
社
由
来
』
を
は
じ
め
関
連
の
諸
文
献
は
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
の
母
体
と
な
っ
た
法
皇
寺
の
所
在
地

と
惣
名
に
は
異
説
が
存
す
る
。
地
元
が
唱
え
る
「
佐
田
」
 
「
法
話
寺
」
説
に
対
し
て
『
防
長
寺
社
由
来
』
な
ど
は
「
阿
曽
沼
太
郎
左
衛
門
殿

御
菩
提
所
鳳
安
寺
と
申
禅
宗
大
野
村
二
有
之
候
」
（
，
｝
と
、
曲
名
を
「
鳳
安
寺
」
」
と
記
し
、
こ
れ
が
平
生
町
大
野
に
存
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。 

所
領
の
移
転
に
よ
っ
て
菩
提
寺
も
移
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
右
の
所
在
地
の
疑
問
は
解
消
す
る
が
、
寺
名
は
法
庵
寺
、
鳳
安
寺
と
対
立
の
ま

ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
双
方
の
寺
院
に
共
通
し
て
い
る
の
は
阿
曽
沼
家
の
菩
提
寺
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
盛
名
も
当
初
の
法
庵
寺
を
後
に
鳳

安
寺
と
誤
記
し
た
と
す
る
よ
り
は
、
 
「
風
庵
寺
」
が
そ
も
そ
も
の
名
称
で
あ
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
前
述
の
如
く
阿
曽
沼
氏

墓
所
に
眠
る
元
郷
の
法
名
が
「
風
庵
玄
鳳
居
士
」
で
あ
り
、
彼
の
法
名
が
寺
号
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

 
元
郷
の
急
死
に
よ
り
阿
曽
沼
家
は
彼
の
娘
に
婿
養
子
を
迎
え
て
い
る
。
毛
利
讃
岐
守
元
政
の
二
男
の
元
理
（
初
元
信
）
で
あ
る
。
も
と
も

と
毛
利
氏
、
阿
曽
沼
氏
共
に
安
芸
国
に
住
む
国
人
領
主
の
立
場
に
あ
っ
た
が
、
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
の
厳
島
合
戦
を
契
機
に
毛
利
氏
の

勢
力
が
強
大
化
す
る
の
に
伴
い
、
阿
曽
沼
氏
は
元
郷
の
祖
父
広
秀
の
頃
よ
り
毛
利
氏
の
配
下
と
な
っ
て
い
る
。
毛
利
氏
の
防
長
制
圧
に
協
力

す
る
一
方
で
毛
利
氏
と
の
姻
戚
関
係
を
深
め
、
下
沼
の
娘
が
毛
利
元
政
の
義
母
（
8
）
ど
し
て
嫁
ぎ
、
ま
た
毛
利
家
か
ら
は
穂
田
（
毛
利
）
元
清

の
娘
が
広
秀
の
孫
元
郷
の
妻
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
郷
急
死
と
い
う
阿
曽
沼
家
の
変
事
に
毛
利
氏
側
か
ら
相
談
に
応
じ
た

の
は
毛
利
秀
元
と
同
塩
幌
の
二
人
で
あ
り
＾
、
）
、
両
者
の
判
断
で
元
三
の
二
男
亘
理
が
阿
曽
沼
家
を
継
ぐ
こ
と
に
決
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
元

理
の
相
続
は
元
郷
死
去
の
翌
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
六
月
で
あ
り
、
こ
れ
を
伝
え
た
毛
利
輝
元
文
書
（
m
）
も
残
っ
て
い
る
。

 
 
 
其
方
難
儀
、
阿
曽
沼
五
郎
左
衛
門
尉
息
女
嫁
宿
候
而
、
彼
跡
目
有
相
続
、
役
目
等
明
豊
相
勤
候
、
自
然
契
約
於
相
違
者
、
知
行
之
儀

 
 
 
可
付
女
子
方
候
、
傍
一
行
如
件

 
 
 
 
 
慶
長
七
年
六
月
十
四
日
 
輝
元
 
御
判

五
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ね

 
 
 
 
 
 
 
阿
曽
沼
兵
七
殿

 
元
理
は
阿
曽
沼
家
を
相
続
し
た
日
に
毛
利
蔵
元
の
加
冠
状
に
よ
っ
て
実
名
を
元
信
か
ら
元
理
に
改
め
、
続
け
て
同
十
四
年
（
一
六
〇
九
）

に
は
左
兵
衛
尉
の
官
途
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
、
）
。
萩
藩
家
臣
団
の
中
に
あ
っ
て
は
寄
組
に
所
属
す
る
上
級
家
臣
と
し
て
家
運
の
隆
昌
に
努

め
た
。

徳山大学論叢
 
ω
「
妙
春
」
塔
の
新
事
実

 
阿
曽
沼
氏
墓
所
に
は
前
述
の
よ
う
に
元
郷
墓
塔
の
ほ
か
に
も
う
一
基
の
墓
塔
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
宝
溶
炉
塔
で
構
造
・
石
質
そ
れ
に

笠
石
を
欠
く
点
な
ど
も
元
郷
塔
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
墓
所
内
で
墓
塔
ら
し
き
も
の
は
右
の
二
六
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
一
見
す
る
と
比
翼

塚
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
両
塔
が
二
八
七
㎝
の
距
離
を
置
い
て
建
立
さ
れ
て
い
る
の
が
気
懸
り
な
点
で
あ
る
。

 
銘
文
は
基
礎
部
分
の
正
面
に
、
次
の
よ
う
に
刻
ん
で
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
出
日
慶
長
f
八
朕
歳

（
正
面
）
農
 
一
月
妙
春
大
禅
定
尼

 
 
 
 
 
 
 
正
月
二
卜
四
日
孝
男
敬
白

 
上
部
に
阿
弥
陀
如
来
の
梵
字
種
子
キ
リ
ー
ク
を
刻
し
、
そ
の
下
に
被
葬
者
の
法
名
と
紀
年
銘
、
さ
ら
に
こ
の
塔
の
造
立
者
と
思
わ
れ
る
「
孝

男
」
の
文
字
を
記
し
て
い
る
。
中
世
の
石
塔
に
「
孝
子
敬
白
」
と
記
し
た
例
は
珍
し
く
な
い
が
、
こ
の
孝
子
は
孝
行
な
息
子
・
子
女
と
い
う

讃
称
で
は
な
く
親
の
霊
を
ま
つ
る
子
の
自
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刻
銘
の
孝
男
は
「
一
月
妙
芸
」
と
あ
る
故
人
の
息
男
か
、
或
い
は
こ

れ
に
近
い
親
族
の
男
性
と
推
測
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
ま
た
、
妙
春
塔
は
元
郷
墓
塔
の
十
二
年
後
に
造
立
さ
れ
て
い
る
。
元
郷
と
同
時
代
に
生
き
、
阿
曽
沼
家
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
女
性
と

は
一
体
誰
で
あ
ろ
う
か
。
推
理
の
手
懸
か
り
は
元
郷
亡
き
後
の
阿
曽
沼
家
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
家
督
を
継
い
だ
の
は
娘
婿
の
元
理
で
あ
り
、
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彼
こ
そ
こ
の
墓
石
を
造
立
し
た
「
孝
男
」
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
目
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
被
葬
者
の
一
月
妙
直
な
る
女
性
は
元
理
の
義

母
（
元
郷
の
妻
）
か
実
母
が
想
定
さ
れ
、
先
ず
こ
れ
ら
二
人
の
女
性
を
吟
味
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
元
応
の
義
母
、
即
ち
元
郷
の
妻
は
穂
田
（
毛
利
）
元
清
の
三
女
で
あ
る
。
 
「
寄
組
阿
曽
沼
家
」
系
図
（
皿
）
に
よ
る
と
、
彼
女
は
元
郷
と
の
問

に
一
女
を
儲
け
、
こ
の
子
が
毛
利
家
よ
り
婿
養
子
と
し
て
元
理
を
迎
え
入
れ
る
と
、
嫁
ぎ
先
の
阿
曽
沼
家
を
去
り
実
家
に
帰
っ
て
い
る
四
そ

の
後
彼
女
は
吉
敷
毛
利
氏
祖
秀
包
の
男
元
鎮
に
再
嫁
し
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
六
月
二
十
日
に
死
去
、
法
名
を
「
地
徳
院
生
和
順
長
」

と
言
い
、
吉
敷
郡
壬
口
敷
村
に
葬
ら
れ
て
い
る
（
撃
。

 
ま
た
、
元
々
の
実
母
は
毛
利
氏
家
臣
木
梨
遠
江
守
隆
盛
の
娘
で
、
右
田
毛
利
氏
祖
の
元
政
に
嫁
し
て
元
倶
、
元
信
（
元
亨
）
を
生
み
、
寛

永
十
八
年
（
＝
△
四
一
）
辛
巳
十
一
月
二
日
に
死
去
、
法
名
は
「
帰
命
院
上
誉
智
向
」
と
称
し
て
い
る
（
M
）
。
し
た
が
っ
て
、
元
理
の
義
母
と

実
母
の
没
年
・
法
名
を
吟
味
し
た
結
果
は
双
方
と
も
阿
曽
沼
氏
墓
所
内
に
あ
る
妙
々
塔
の
被
葬
者
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ

ら
に
、
同
製
所
内
の
二
基
が
男
女
を
供
養
し
た
後
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
い
間
比
翼
塚
と
見
倣
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
誤
解
で
あ
る
こ
と
が

知
れ
た
の
で
あ
る
。

 
『
萩
藩
閥
閲
録
』
に
は
、
元
郷
が
急
死
し
た
直
後
の
阿
曽
沼
家
相
続
に
言
及
し
た
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
焉
）
。

 
 
 
阿
曽
沼
五
郎
左
衛
門
尉
事
、
不
慮
不
及
是
非
候
、
跡
目
之
儀
内
儀
懐
胎
品
薄
伝
手
、
於
男
子
西
口
論
相
続
可
申
付
候
由
申
事
候
、
自

然
女
子
こ
候
ハ
㌻
、
其
上
に
て
秀
元

意
候
、
か
し
く

 
 
 
（
慶
長
六
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
輝
元
）

 
 
 
 
 
 
八
月
廿
六
日
 
御
判

 
 
 
 
 
 
 
 
佐
 
石
象

・
銀
師
可
相
談
之
由
申
事
候
、

五
郎
左
親
以
来
別
言
無
別
儀
仁
恵
条
、
心
付
可
申
候
、
可
得
其

毛
利
輝
元
が
急
死
し
た
元
郷
の
跡
目
に
つ
い
て
佐
世
石
見
守
元
嘉
に
宛
て
た
文
書
で
、

元
郷
の
死
は
既
述
の
よ
う
に
慶
長
六
年
八
月
三
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
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三63号徳山大学論叢
で
あ
る
か
ら
そ
の
直
後
に
記
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
文
中
に
「
内
儀
懐
胎
之
由
」
と
あ
る
こ
と
は
他
に
は
見
ら
れ
な
い
新
事
実
で
、
元

郷
の
妻
は
こ
の
時
懐
妊
し
て
お
り
、
男
子
を
出
産
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
亡
き
元
郷
の
跡
目
を
相
続
さ
せ
る
が
、
女
子
の
場
合
は
毛
利
秀
元
や

同
元
政
に
相
談
し
て
決
め
る
べ
き
こ
と
を
、
梅
元
が
当
時
藩
行
政
の
ト
ッ
プ
に
あ
っ
た
佐
世
元
嘉
に
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に

出
産
し
た
の
は
男
子
で
は
な
く
女
子
で
あ
っ
た
た
め
に
、
前
述
の
如
く
右
田
毛
利
家
よ
り
元
老
二
男
の
元
理
が
阿
曽
沼
家
へ
婿
養
子
と
し
て

入
り
、
同
家
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
ま
で
に
も
触
れ
た
「
心
組
阿
曽
沼
家
」
系
図
に
よ
る
と
、
元
郷
と
妻
（
扇
田
元
清
娘
）
と
の
間
に
は
元
理
の
妻
と
な
っ
た
娘
一
人
し

か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
右
文
書
に
よ
る
と
元
郷
の
死
後
に
誕
生
し
た
娘
が
も
う
一
人
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
彼
女
は
元
郷
の

死
後
阿
曽
沼
家
を
去
っ
た
母
に
連
れ
ら
れ
て
母
の
実
家
で
あ
る
長
府
毛
利
家
へ
行
き
、
さ
ら
に
母
が
再
婚
し
た
た
め
に
そ
の
嫁
先
の
吉
敷
毛

利
家
で
育
成
し
た
。
系
図
上
で
は
母
が
再
婚
し
た
毛
利
元
鎮
の
子
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
但
書
に
は
「
女
子
、
実
阿
曽
沼
五
郎
左

衛
門
元
郷
女
、
初
元
清
女
早
元
郷
所
生
也
、
元
郷
死
後
携
来
竃
元
鎮
養
女
」
と
あ
り
、
続
け
て
「
慶
長
十
八
年
癸
丑
正
月
蒲
鉾
日
覆
、
法
名

一
月
妙
春
」
と
記
し
て
い
る
（
田
v
。
つ
ま
り
彼
女
こ
そ
阿
曽
沼
氏
墓
所
に
建
つ
妙
春
塔
の
主
で
あ
り
、
慶
長
六
年
生
ま
れ
と
す
る
と
数
え
年
十

三
歳
で
死
去
し
た
こ
と
に
な
る
。
生
母
の
方
は
こ
れ
よ
り
三
十
六
年
後
の
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
ま
で
長
生
き
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

世
し
た
わ
が
子
を
今
は
亡
き
実
父
の
許
へ
帰
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
当
時
阿
曽
農
家
を
守
る
の
は
元
理
夫
婦
で
あ
り
、
管
理
の
妻
は
い
う
ま
で
も
な
く
妙
所
の
実
姉
で
あ
る
。
三
春
の
遺
骸
を
亡
父
の
側
に
埋

葬
し
墓
塔
を
造
立
し
た
の
は
元
理
夫
婦
に
違
い
な
く
、
こ
れ
ら
の
史
実
を
「
孝
男
」
と
い
う
言
葉
に
託
し
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
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ω
元
理
の
給
領
地

 
萩
藩
は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
三
度
目
の
検
地
を
実
施
し
、
翌
年
に
は
家
臣
団
の
大
掛
り
な
知
行
替
え
を
行
っ
た
。
阿
曽
沼
元
理
に

与
え
ら
れ
た
給
領
地
と
給
付
古
呵
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
（
ロ
）
。

 
 
 
周
防
国

 
 
 
 
熊
毛
郡
大
野
村
 
 
、
一
、
三
四
〇
石
八
斗
壱
升

 
 
 
 
都
濃
郡
小
畑
 
・
 
 
 
六
三
八
石
五
斗
壱
升
九
合

 
 
 
 
 
同
 
鼻
瓦
 
 
 
 
 
一
六
一
石
五
斗
五
升
七
合

 
 
 
長
門
国

 
 
 
 
大
津
郡
日
置
村
．
圃
 
 
 
三
五
九
石
壱
斗
四
升

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
計
二
五
〇
〇
石
二
升
六
合
）

 
元
郷
代
の
給
付
高
は
一
、
西
○
○
石
で
あ
る
か
ら
数
字
だ
け
を
比
較
す
る
と
一
、
一
〇
〇
石
余
り
の
加
増
と
な
る
。
た
だ
し
、
寛
永
二
年

検
地
で
は
徴
租
率
を
そ
れ
ま
で
の
七
ツ
三
分
（
七
三
％
）
か
ら
五
ツ
（
五
〇
％
）
に
下
げ
て
い
る
（
B
）
。
し
た
が
っ
て
、
知
行
主
の
実
収
は
額

面
ほ
ど
の
増
加
と
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
元
理
は
他
家
か
ら
婿
養
子
と
し
て
阿
曽
沼
家
を
継
ぎ
無
難
に
務
め
を
果
た
し
た
結
果
と
言
え

よ
う
。

 
ま
た
、
寛
永
三
年
の
知
行
替
え
に
よ
っ
て
阿
曽
沼
氏
の
足
跡
は
そ
れ
ま
で
の
熊
毛
郡
佐
田
村
か
ら
新
給
地
の
同
郡
大
野
村
へ
と
移
る
こ
と

と
な
っ
た
。
阿
曽
沼
家
の
菩
提
寺
に
つ
い
て
『
防
長
寺
社
由
来
』
な
ど
は
、
こ
れ
が
最
初
か
ら
大
野
村
に
所
在
し
た
よ
う
な
書
き
方
を
し
て

い
る
の
も
、
元
理
代
に
菩
提
寺
を
佐
田
村
か
ら
移
転
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

 
元
理
は
こ
の
後
同
九
年
（
一
六
三
二
）
に
は
藩
主
秀
就
か
ら
石
見
守
の
受
領
名
を
与
え
ら
れ
、
藩
の
重
臣
と
し
て
益
々
存
在
感
を
高
め
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
九
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一
〇

が
、
同
十
四
年
三
月
に
は
家
督
を
長
子
の
就
致
に
譲
っ
て
い
る
（
旧
）
。

 
 
 
父
石
見
二
幅
行
武
千
五
百
石
地
曲
事
、
其
方
相
続
之
空
聞
届
詑
、
全
令
領
知
、
可
抽
奉
公
之
打
者
也
、
傍
一
行
耳
聞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
秀
就
）

 
 
 
 
 
寛
永
十
四
年
三
月
三
日
 
御
判

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
就
致
）

 
 
 
 
 
 
 
阿
曽
沼
帯
刀
と
の
へ

 
前
に
拝
領
し
た
石
高
を
そ
の
ま
ま
保
持
し
て
隠
居
し
た
元
理
は
こ
の
十
六
年
後
の
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
十
一
月
十
四
日
に
死
去
し
た
（
2
0
）
。

彼
の
墓
塔
が
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
元
理
の
跡
を
継
い
だ
就
致
の
切
腹
と
こ
れ
に
続
く
阿
曽
沼
家
の
断
絶
が
原
因
を
な
し
て
い
る
。

た
だ
彼
の
位
牌
だ
け
は
、
後
に
再
興
さ
れ
た
阿
曽
沼
二
郎
三
郎
家
の
菩
提
寺
常
春
寺
に
あ
り
、
こ
れ
に
は
正
面
に
「
正
心
黒
影
前
阿
曽
沼
石

刀
朋
三
島
常
春
居
士
霊
位
」
、
裏
面
に
は
「
承
応
二
暦
癸
巳
十
一
月
十
四
日
」
と
、
前
述
の
「
阿
曽
沼
家
」
図
録
に
あ
る
の
と
同
じ
紀
年
が
記

さ
れ
て
い
る
。

 
ω
就
春
の
出
世
と
切
腹

 
寛
永
十
四
年
間
一
六
三
七
）
三
月
に
元
理
の
跡
を
継
い
だ
就
致
は
こ
の
僅
か
七
年
後
に
死
去
し
、
そ
の
こ
と
を
同
家
系
図
に
は
二
旦
錐

受
家
督
、
早
世
」
と
注
記
し
て
い
る
（
別
）
。
就
致
の
死
因
が
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
病
死
や
戦
死
で
は
な
く
藩
命
に
よ
る
自

害
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
元
郷
の
急
死
後
毛
利
家
か
ら
養
子
を
迎
え
、
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
阿
曽
沼
家
に
と
っ
て
は
一
大
打
撃
で

あ
り
、
熟
客
の
死
因
が
萩
藩
の
動
き
と
か
か
わ
り
を
有
す
る
だ
け
に
事
態
は
深
刻
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
就
致
と
い
う
名
前
が
記
さ

れ
る
の
は
客
気
理
か
ら
家
督
を
譲
ら
れ
た
前
掲
の
寛
永
十
四
年
三
月
三
日
付
文
書
ま
で
で
、
こ
れ
以
降
は
同
家
譜
録
か
ら
も
彼
の
名
前
は
消

え
て
い
る
。
就
致
に
代
わ
っ
て
登
場
す
る
の
が
「
阿
曽
沼
就
春
」
と
称
す
る
人
物
で
あ
る
。
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
具
体
的
史
料

は
未
見
で
あ
る
が
、
男
時
が
家
督
を
相
続
す
る
数
年
前
か
ら
藩
主
秀
就
に
近
侍
し
て
江
戸
藩
邸
勤
め
を
し
、
こ
の
寵
す
で
に
就
春
を
称
し
て
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就
春
が
就
任
し
た
当
役
は
藩
主
参
観
や
帰
国
に
随
行
、
ま

た
藩
主
の
決
裁
事
務
の
補
助
を
任
務
と
す
る
が
、
そ
の
活
動

の
場
は
主
に
江
戸
藩
邸
で
あ
る
た
め
、
幕
府
要
路
や
諸
大
名

へ
の
っ
け
届
け
、
情
報
の
収
集
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
彼
等
を
悩
ま
す
の
は
任
務
遂
行
に
伴
う
金

銭
の
出
費
で
あ
り
、
在
府
制
に
よ
る
支
出
の
膨
張
は
当
時
の

藩
財
政
を
逼
迫
さ
せ
た
。
因
み
に
寛
永
二
十
年
（
一
六
四

三
）
の
萩
藩
に
お
け
る
財
政
状
況
を
示
す
と
、
下
の
よ
う
に

な
る
（
％
）
。

 
萩
藩
で
は
藩
財
政
を
国
元
と
江
戸
に
二
分
差
、
江
戸
で
の

収
支
は
特
別
会
計
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
如

い
た
可
能
性
は
高
い
（
理
。
こ
の
就
春
が
寛
永
十
九
年
に
藩
命
に
よ
っ
て
切
腹
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
就
致
と
就
春
は
恰
も
別
人
で
あ

る
が
如
き
表
記
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
夏
春
（
生
薬
）
は
家
督
を
継
い
だ
翌
寛
永
十
五
年
八
月
半
四
日
因
幡
守
、
そ
し
て
同
十
六
年
二
月
五
日
に
は
藩
の
当
役
に
出

世
し
た
（
襲
。
父
元
理
が
石
見
守
を
称
し
て
藩
の
老
臣
寄
組

に
列
す
る
一
方
で
、
長
子
就
春
は
江
戸
藩
邸
で
藩
主
に
近
侍

す
る
な
ど
阿
曽
沼
家
は
父
子
共
に
出
仕
し
、
ま
さ
に
家
運
の

隆
昌
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
．
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

寛永20年における萩藩の財政収支

項   目 米 銀目
1 収  入 物   成   米

ｨ 成 売 米銀

Y 浜  畠 銀

34，086石
貫 匁472，198

W1，200

計 34，086 553，398

支  出 士率支給米
?諸 経  費

?落去 費用

m率支給切銭
R口・三田尻諸経費

?坂 諸 経 費

椏s諸経費
?債 利 息

32，616

P，320

P50

181，300

Q07，400

T0，000

Q68，000

U20，000

計 34，086 1，326，700

不  足 773，302

H 収  入 山 代 物 成 700，000

支  出 江戸 諸 経 費 1，260，100

不  足 560，100

不 足 計 1，333，402

（三坂圭治著『門門の財政と撫育制度』34～36頁よ
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一
二

く
参
観
費
用
や
江
戸
で
の
消
費
支
出
が
年
々
膨
ら
む
か
ら
で
、
財
源
に
山
代
地
方
産
出
の
和
紙
専
売
制
に
よ
る
収
益
を
充
て
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
銀
五
六
〇
貫
余
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
前
当
の
図
表
が
示
し
て
い
る
。

 
「
量
レ
入
制
レ
出
」
と
す
る
財
政
の
原
則
か
ら
す
る
と
、
削
去
の
赤
字
財
政
を
救
出
す
る
方
策
は
先
ず
倹
約
に
求
め
ら
れ
る
。
江
戸
で
の
経

費
節
減
を
め
ぐ
っ
て
国
元
行
政
府
の
当
職
と
江
戸
の
当
役
が
対
立
し
て
く
る
こ
と
は
必
定
、
阿
曽
沼
就
春
の
悲
劇
も
こ
う
し
た
情
勢
下
で
発

生
し
た
。

 
就
春
の
失
脚
に
つ
い
て
『
毛
利
四
代
実
録
』
の
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
正
月
廿
六
日
差
条
に
は
（
鍾
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 
 
 
益
田
元
尭
・
児
玉
元
恒
へ
御
書
ヲ
賜
フ
テ
日
、
阿
曽
沼
就
春
姻
幡
へ
当
面
へ
色
々
大
タ
ク
ミ
ヲ
発
シ
、
家
ノ
大
事
相
極
リ
ケ
ル
、
訴

 
 
 
人
出
ケ
ル
ニ
付
何
篇
大
事
ナ
レ
ハ
元
発
二
三
ク

ま
た
、
翌
廿
七
日
の
条
（
騰
）
に

 
 
 
毛
利
就
方
嬉
靹
へ
御
書
ヲ
賜
フ
テ
日
、
阿
曽
沼
就
春
コ
ト
ニ
付
、
益
田
元
尭
・
児
玉
元
恒
所
へ
岩
脇
又
右
衛
門
ヲ
以
テ
趣
申
遣
ハ
サ

 
 
 
シ
ム
、
両
人
ヨ
リ
申
聞
ス
ヘ
ク
ニ
付
、
其
心
得
有
ル
ヘ
シ
ト
ナ
リ

と
あ
る
が
、
就
業
の
失
脚
の
原
因
に
つ
い
て
は
「
当
境
へ
色
々
大
タ
ク
ミ
ヲ
発
シ
、
家
ノ
大
事
相
極
ニ
ケ
ル
」
と
記
す
だ
け
で
、
具
体
的
な

言
及
を
避
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
悉
に
は
罪
状
を
把
握
で
き
な
い
が
、
右
の
両
引
用
に
名
前
を
連
ら
ね
る
益
田
元
発
、
児
玉
元
恒
の
二

人
置
当
職
．
加
判
役
と
い
う
国
元
行
政
府
の
責
任
者
で
あ
る
。
彼
等
の
意
思
が
江
戸
藩
邸
に
働
き
、
当
役
の
中
で
も
や
N
専
横
の
振
舞
い
の

あ
っ
た
阿
曽
沼
就
春
が
詰
め
腹
を
切
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
こ
の
事
件
の
真
相
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
江
戸
藩
邸
の
経
費
増
大
は
就
春
一
人

の
切
腹
で
解
決
す
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
。
事
実
、
寛
永
二
十
年
に
は
江
戸
の
収
支
だ
け
で
銀
五
六
〇
雪
余
の
不
足
で
あ
っ
た
も
の
が
こ

の
後
も
増
え
続
け
、
藩
全
体
の
借
金
も
寛
永
十
九
年
の
銀
二
〇
〇
〇
貫
か
ら
翌
々
年
の
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
に
は
銀
三
六
八
二
貫
へ
と

増
加
し
て
い
る
（
2
7
v
。
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就
春
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
十
月
十
二
日
に
皇
尊
当
役
を
罷
免
さ
れ
、
毛
利
甘
辛
（
大
野
毛
利
）
の
知
行
地
で
あ
る
長
門
国
大
津

郡
津
黄
村
（
現
・
長
門
市
津
黄
）
に
一
年
余
同
居
し
た
後
、
正
保
元
年
七
月
三
日
に
同
所
に
て
切
腹
し
果
て
た
。
回
春
の
死
か
ら
一
〇
〇
年

ば
か
り
後
の
寛
保
（
一
七
四
二
）
に
記
さ
れ
た
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
同
所
内
の
軍
部
庵
に
「
阿
曽
沼
因
幡
殿
墓
所
寺
内
二
御
座
候
事
」

と
あ
り
、
墓
石
は
「
野
つ
ら
石
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
器
）
。
ま
た
、
同
庵
に
は
位
牌
も
保
管
さ
れ
、
そ
れ
に
は
「
無
血
道
智
居
士
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
甲
）

の
法
名
と
「
正
保
元
庚
申
七
月
三
日
」
．
の
紀
年
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。

2006年6月 播磨定男：毛利氏家臣阿曽沼氏の遺跡

㈲
断
絶
と
再
興

 
阿
曽
下
家
は
就
春
の
失
脚
に
よ
っ
て
思
わ
ぬ
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
。
父
元
理
は
家
督
を
就
春
に
譲
っ
た
後
も
藩
の
老
臣
と
し
て
奉
公
し
て

い
た
が
、
就
春
の
切
腹
後
は
藩
恒
例
の
行
事
に
も
顔
を
出
さ
ず
、
こ
の
後
は
出
仕
を
遠
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
元
理
に
と
っ

て
最
後
に
な
す
べ
き
こ
と
は
就
春
後
の
阿
曽
沼
家
の
後
継
を
決
め
る
こ
と
で
、
彼
は
実
員
に
秋
里
右
衛
門
元
平
の
嫡
男
秀
光
（
忠
二
郎
）
を

婿
養
子
と
し
て
入
れ
、
自
家
の
存
続
を
は
か
っ
た
（
嬰
。
そ
し
て
元
理
が
死
去
し
た
の
は
就
春
の
切
腹
か
ら
九
年
後
の
承
応
二
年
（
一
六
五

三
）
十
一
月
十
四
日
で
あ
る
（
3
0
）
。

 
と
こ
ろ
が
、
阿
曽
沼
家
は
秀
光
代
に
没
落
し
、
そ
の
た
め
に
同
家
菩
提
寺
の
鳳
安
寺
も
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。
没
落
の
原
因
は
未
詳
で
あ

る
が
、
或
い
は
就
春
の
事
件
が
余
映
と
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
阿
曽
沼
家
の
没
落
と
再
興
に
つ
い
て
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
（
制
）
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 
 
 
当
寺
の
儀
は
往
古
よ
り
浄
土
宗
正
心
寺
と
申
避
難
、
寛
文
年
中
住
職
教
壁
代
、
阿
曽
沼
太
郎
左
衛
門
殿
御
菩
提
所
鳳
安
寺
と
申
禅
宗

 
 
 
大
野
村
二
有
之
候
、
然
処
彼
御
家
御
没
落
の
時
節
、
寺
領
等
被
為
附
置
候
様
輪
廻
為
成
二
付
、
御
先
祖
御
位
牌
悉
く
正
心
寺
え
御
安

 
 
 
置
有
之
、
祀
堂
理
学
寄
附
二
て
鳳
安
寺
正
心
寺
両
寺
を
一
二
と
な
し
、
阿
曽
沼
常
春
公
御
町
字
を
取
り
常
春
寺
と
寺
号
相
改
、
夫
已

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
三
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四

 
 
 
来
阿
曽
沼
家
の
御
牌
所
と
相
成
申
候
、
当
時
阿
曽
沼
二
郎
三
郎
殿
御
家
筋
二
て
御
座
秘
事

 
右
の
引
用
に
よ
る
と
、
阿
曽
沼
家
の
菩
提
寺
鳳
安
寺
は
元
理
の
没
後
阿
曽
沼
太
郎
左
衛
門
秀
光
へ
と
受
け
継
が
れ
た
が
、
寛
文
年
間
（
一

六
六
一
～
七
三
）
に
同
家
が
没
落
し
た
た
め
に
菩
提
寺
の
維
持
も
困
難
に
な
っ
て
位
牌
な
ど
を
同
所
内
の
正
心
寺
に
安
置
し
た
。
寛
文
年
間

は
元
理
死
去
の
八
年
後
で
あ
る
か
ら
阿
曽
沼
家
は
そ
の
後
間
も
無
く
没
落
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
時
鳳
安
寺
に
は
阿
曽
沼
家
よ

り
寄
進
さ
れ
た
祠
堂
米
が
あ
り
、
こ
れ
を
正
心
寺
に
預
け
て
い
る
。
祠
堂
米
の
石
高
は
「
米
三
拾
石
」
で
、
そ
の
判
物
の
写
し
が
右
の
引
用

に
続
け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（
娑
。

 
 
 
阿
曽
沼
太
郎
左
衛
門
殿
よ
り
祠
堂
米
御
寄
附
の
御
判
物
霊
告
の
熱
腸
聞
事

 
 
 
一
、
米
三
拾
石
定

 
 
 
 
右
者
正
心
院
様
為
祠
堂
米
、
常
春
寺
ロ
ハ
豊
島
掛
り
之
寺
領
之
上
江
附
置
満
月
、
当
年
寛
文
五
年
巳
撃
ち
其
沙
汰
可
仕
者
也
、
以
上

 
 
 
 
 
寛
文
五
年

 
 
 
 
 
 
 
八
月
十
四
日
 
 
 
 
判

 
 
 
 
 
 
 
 
石
井
与
惣
兵
衛
へ

 
阿
曽
沼
太
郎
左
衛
門
家
よ
り
寄
進
さ
れ
た
祠
堂
米
を
元
手
に
鳳
安
寺
と
正
心
寺
が
合
併
し
て
新
た
に
一
寺
を
創
建
し
、
新
寺
の
名
前
を
常

春
寺
と
命
名
し
た
。
こ
の
寺
号
は
前
引
文
中
に
「
阿
曽
沼
常
春
公
理
諺
字
を
取
り
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
逆
理
の
法
名
「
正
心
碧
潭
前
阿

曽
沼
石
刀
朋
三
誉
常
春
居
士
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 
阿
曽
沼
家
は
誓
事
の
切
腹
と
こ
れ
に
続
く
秀
光
の
没
落
と
い
う
二
代
に
亘
っ
て
不
幸
に
襲
わ
れ
た
が
、
秀
光
の
男
秀
之
（
千
吉
・
二
郎
三

郎
．
主
税
）
代
に
至
っ
て
再
び
応
身
に
出
仕
し
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
九
月
廿
三
日
に
は
以
前
と
同
じ
く
寄
組
に
名
を
連
ら
ね
て
い
る
（
署
。

し
た
が
っ
て
、
常
春
寺
を
自
家
の
新
菩
提
寺
と
し
た
の
は
こ
の
秀
之
で
あ
る
。
彼
が
新
寺
の
寺
号
に
祖
父
元
理
の
法
名
を
採
っ
た
の
は
、
元
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理
代
に
寺
の
所
在
す
る
大
野
村
へ
給
領
主
と
し
て
入
部
し
た
こ
と
に
よ
る
が
、
さ

ら
に
言
え
ば
元
理
代
に
阿
曽
沼
氏
が
萩
藩
の
家
臣
と
し
て
の
存
在
感
と
輝
き
を
有

し
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

む
す
び
に

 
す
で
に
本
文
で
も
述
べ
た
如
く
、
常
春
寺
は
既
存
の
正
心
寺
と
鳳
安
寺
が
合
併

し
て
創
建
さ
れ
た
が
、
所
属
の
宗
派
は
浄
土
宗
で
あ
り
、
正
心
寺
の
伝
統
を
継
承

し
て
い
る
。
ま
た
、
阿
曽
沼
家
の
菩
提
寺
と
い
う
性
格
か
ら
同
墓
所
内
に
は
開
基

を
含
め
阿
曽
沼
氏
に
関
係
し
た
墓
塔
・
墓
石
の
類
が
存
す
る
も
の
と
期
待
し
た

が
、
そ
れ
ら
は
見
当
ら
ず
僅
か
に
阿
曽
沼
元
理
と
秀
光
な
ど
の
位
牌
を
実
見
す
る

に
止
ま
っ
た
。
た
だ
、
常
春
寺
の
寺
号
が
元
理
の
法
名
か
ら
採
っ
て
い
る
こ
と
は

新
た
な
知
見
と
言
え
よ
う
。

 
元
理
の
死
去
は
同
家
譜
録
に
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
十
一
月
十
四
日
中
あ
っ

て
、
常
春
寺
の
創
建
よ
り
も
以
前
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
墓
塔
は
常
春
寺
が

現
在
地
に
創
建
さ
れ
る
以
前
の
古
跡
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
筆
者

は
後
一
月
ば
か
り
す
る
と
こ
の
住
み
慣
れ
た
周
南
の
地
を
去
る
の
で
、

野
北
の
長
谷
辺
を
是
非
踏
査
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

コ
 
 
 
 
 
コ
 
ヤ
ギ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
 
 
 
く

難
悪

難

．
藤

葛纒手懸㌔藤
常春寺の山門（平生町大野南）

残
さ
れ
た
課
題
は
地
元
の
研
究
者
に
委
ね
た
い
と
思
う
。
平
生
町
大

一
五
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一
六

 
尚
、
本
稿
で
紹
介
し
た
阿
曽
沼
氏
墓
所
の
方
は
平
成
十
七
年
十
二
月
の
光
市
文
化
財
審
議
会
で
審
議
諒
承
さ
れ
、
翌
十
八
年
正
月
に
は
同

審
議
会
の
答
申
ど
お
り
光
市
の
文
化
財
と
し
て
決
定
さ
れ
た
旨
、
教
育
委
員
会
よ
り
発
表
さ
れ
た
。

＿＿＿＿＿＿＿＿註8 7 6 5 4 3 2 1
v v v v v v v v

       

191817
）  ）  ）

                                    

16151413121110 9
）    ）    ）    ）    ）    ）    ）    ）

『
阿
曽
沼
氏
譜
録
』
 
（
山
口
県
文
書
館
）
。
松
岡
宣
夫
著
『
阿
曽
沼
一
族
』
 
（
自
費
出
版
、
平
成
十
三
年
）
二
一
頁
。

岸
浩
編
著
『
毛
利
八
箇
国
御
代
分
限
帳
』
 
（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
八
七
年
）
九
九
頁
。

墓
所
の
史
跡
指
定
面
積
は
東
西
七
・
五
八
m
…
、
南
北
二
・
八
O
m
…
の
二
一
・
二
二
四
㎡
で
あ
る
。

『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
一
巻
、
八
三
七
頁
。

同
右
書
、
第
一
巻
、
八
三
一
頁
。

前
掲
『
阿
曽
沼
一
族
』
七
頁
。
 
『
山
口
県
の
地
名
』
 
（
平
凡
社
、
一
九
八
○
年
）
一
六
八
頁
。

『
防
長
寺
社
由
来
』
 
（
山
口
県
文
書
館
、
昭
和
五
十
七
年
）
第
二
巻
、
八
八
頁
。

『
近
世
防
長
諸
家
系
図
綜
覧
』
 
（
防
長
新
聞
社
、
昭
和
四
十
一
年
）
所
収
の
「
寄
組
阿
曽
沼
家
」
系
図
に
は
「
元
政
妻
」
と
あ
る
が
、
同
所
収
の

 
「
右
田
毛
利
家
」
系
図
に
は
「
元
政
義
母
」
と
あ
り
、
こ
の
方
が
正
し
い
。

（
慶
長
六
年
）
八
月
廿
六
日
付
毛
利
輝
元
文
書
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
一
巻
、
八
三
一
頁
）

前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
一
巻
、
八
三
一
頁
。

同
右
書
、
第
一
巻
、
八
三
三
頁
。

前
掲
『
近
世
防
長
諸
家
系
図
綜
覧
』
二
八
五
頁
。

同
右
書
、
一
八
頁
。

同
右
書
、
六
八
頁
。

前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
一
巻
、
八
三
一
頁
。

前
掲
『
近
世
防
長
諸
家
系
図
綜
覧
』
七
八
頁
。

「
寛
永
三
年
給
領
御
煎
万
別
石
高
名
付
附
立
」
 
（
毛
利
家
文
庫
）
 
（
『
山
口
県
史
』
史
料
編
・
近
世
3
所
収
）

拙
稿
「
近
世
初
期
検
地
と
物
成
高
」
 
（
『
徳
山
大
学
論
叢
』
第
十
三
号
、
昭
和
五
十
四
年
）

前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
一
巻
、
八
三
三
頁
。
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（
2
0
）
同
右
書
、
第
一
巻
、
八
三
七
頁
。

（
2
1
）
 
「
寄
組
阿
曽
沼
家
」
系
図
（
『
近
世
防
長
諸
家
系
図
綜
覧
』
二
八
五
頁
）

（
2
2
）
 
「
毛
利
四
代
実
録
」
巻
一
（
『
山
口
県
史
』
史
料
編
、
近
世
1
上
所
収
）

（
2
3
）
同
右
書
、
第
一
、
四
三
二
頁
、
四
四
四
頁
。

（
2
4
）
拙
著
『
近
世
経
済
史
料
集
』
 
（
ふ
じ
た
プ
リ
ン
ト
社
、
昭
和
五
十
三
年
）

（
2
5
）
 
『
山
口
県
史
』
史
料
編
、
近
世
1
、
五
三
四
頁
。

（
2
6
）
同
右
。

（
2
7
）
前
掲
『
近
世
経
済
資
料
集
』
一
一
四
頁
。

（
2
8
）
前
掲
『
防
長
寺
社
由
来
』
第
五
巻
、
二
六
六
頁
。

（
2
9
）
前
掲
『
近
世
防
長
諸
家
系
図
綜
覧
』
二
八
五
頁
。

（
3
0
）
前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
一
巻
、
八
三
七
頁
。

（
3
1
）
同
右
書
、
第
二
巻
、
八
八
頁
。

（
3
2
）
前
掲
『
防
長
寺
社
由
来
』
第
二
巻
、
八
八
買
。

（
3
3
）
前
掲
『
近
世
防
長
諸
家
系
図
綜
覧
』
二
八
六
頁
。

一
五
頁
。

 
〈
付
記
〉

 
調
書
の
作
成
に
当
た
り
、
光
市
塩
田
の
阿
曽
沼
氏
墓
所
と
平
生
町
大
野
南
の
常
春
寺
を
調
査
し
た
。
光
市
教
育
委
員
会
の
江
後
門
二
心
と

高
橋
教
子
さ
ん
が
同
行
、
現
地
で
は
常
春
寺
住
職
の
吉
原
千
重
氏
と
式
内
石
城
神
社
宮
司
の
石
原
豊
和
氏
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
共
に

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
平
成
十
八
年
三
月
二
十
一
日
稿
）
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